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　はじめに

ハタ科イズハナダイ属Plectranthias Bleeker 1873

は三大洋に分布し，一部の種を除き，深場の岩礁

域に生息する小型魚類である（Randall, 1980）．

日本産ハタ科魚類をまとめた瀬能（2013）は日本

産本属魚類として 9種（ミズホハナダイ P. elon-

gatus Wu, Randall and Chen 2011は注釈のみ）を認

めた．しかし，その後多くの日本初記録種や新種

が記載され，現在，瀬能（2013）に 5種（トビイ

シハナダイ P. fourmanoiri Randall 1980，アヤメイ

ズハナダイ P. maekawa Wada, Senou and Motomura 

2018，キオビイズハナダイ P. sheni Chen and Shao 

2002，ヒノマルハナダイ P. takasei Gill, Tea and 

Senou 2016，ユズノミハナダイ P. xanthomaculatus 

Wu, Randall and Chen 2011）を加えた 14種が日本

国内から記録されている（Gill et al. 2016；藤原ほ

か，2017；岡本・本村，2017；Tashiro et al. 2017；

Wada et al. 2018）．

本属魚類の分類学的研究の過程で，沖縄県与

那国島から得られた 1個体のイズハナダイ属魚類

が確認された．その後，本標本は鰭条数や鱗数，

尾鰭の形態，色彩によってキオビイズハナダイに

同定された．本種は日本国内ではこれまで伊豆大

島，草垣群島，および大隅諸島から奄美大島にか

けてのみ記録されている（藤原ほか，2017；桜井，

2018, 2019）．したがって，本研究で確認した標本

はキオビイズハナダイの沖縄県からの初記録とな

るため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall (1980)にしたがった．

標準体長は体長または SLと表記した．計測はデ

ジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．

本報告で用いた標本は沖縄県産の 1 標本

［OCF-P3662，体長 86.5 mm，与那国島南方（24° 

17′22″N, 123°02′19″E），水深 254 m，釣り，2017

年 3月 24日採集，沖縄美ら海水族館で 27日間飼

育された後，死亡個体を標本処理］で，沖縄美ら

島財団総合研究センター（OCF）に保管されてい

る．

　結果と考察

沖縄県与那国島産の 1標本（Fig. 1）は，背鰭

が 10棘 17軟条，臀鰭が 3棘 7軟条，胸鰭が 13

軟条，尾鰭が截形であること，および主鰓蓋骨に

3本の棘をもつことなどの特徴から Randall (1980)

が定義した Plectranthias属に同定された．さらに，

上述の特徴に加え，胸鰭が最上軟条を除き，全て

分枝，側線上方横列鱗数が 4.5，頬鱗列数が 5，

総鰓耙数が 17，背鰭棘第 3 棘が最長，背鰭基底

に沿って並ぶ斑が側線上部に限られ，その下縁は

側線を大きく越えない，体側中央部の斑が帯状に

並び，とくに後方では癒合した斑が連続した縦帯

を形成する，および固定後でも体側の斑が明瞭に

残ることの特徴が Chen and Shao (2002)と藤原ほ

か（2017） が 示 し た キ オ ビ イ ズ ハ ナ ダ イ

Plectranthias sheniの特徴によく一致した．なお，

与那国島から得られた沖縄県初記録のキオビイズハナダイ
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与那国島産標本の側線有孔鱗数は 31で，これま

での報告（32–33）（Chen and Shao, 2002；藤原ほか，

2017）と比べて僅かに少ないが，同程度の種内変

異が同属他種で確認されている（例えば，イズハ

ナダイ P. kamii Randall, 1980）（藤原ほか，2017）

ことから，これはキオビイズハナダイの種内変異

であると考えられる．

本標本の計数・計測形質は以下のとおりであ

る．背鰭条数 X, 17；臀鰭条数 III, 7；胸鰭条数

13；側線有孔鱗数 31；側線上方横列鱗数 4.5；側

線下方横列鱗数 12；頬鱗列数 5；鰓耙数 5 + 12．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）体高

34.8；体幅 18.7；頭長 43.7；吻長 10.6；眼径

11.9；両眼間隔 5.1；上顎長 21.3；尾柄長 12.3；

尾柄高 19.5；背鰭前長 40.0；臀鰭前長 70.6；腹鰭

前長 38.0；背鰭基底長 52.9；臀鰭基底長 15.4；尾

鰭長 22.4；胸鰭長 34.5；腹鰭長 22.0；背鰭第 1棘

長 5.4；背鰭第 2棘長 9.4；背鰭第 3棘長 18.7；背

鰭第 4棘長 16.0；背鰭第 10棘長 6.8；背鰭最長軟

条長 16.3；臀鰭第 1 棘長 7.6；臀鰭第 2 棘長

16.6；臀鰭第 3棘長 13.2；臀鰭最長軟条長 20.2；

腹鰭棘長 13.6．

キオビイズハナダイは藤原ほか（2017）によっ

て日本から初めて報告され，彼らは本種の国内に

おける記録を伊豆諸島伊豆大島，草垣群島，大隅

諸島黒島，トカラ列島中之島，中之島東方の屋久

新曽根（海底台地），および奄美大島とした（藤

原ほか，2017）．その後，桜井（2018, 2019）は藤

原ほか（2017）が報告した奄美産の本種のカラー

写真を示した．これら以外に本種の記録はなく，

与那国島の魚類相を包括的にまとめたKoeda et al. 

(2016)にも本種は掲載されていない．したがって，

本研究で調査した与那国島産の 1標本は沖縄県か

らのキオビイズハナダイの初記録となる．
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Fig. 1. Fresh specimen of Plectranthias sheni (OCF-P 3662, 86.5 mm SL) from Yonaguni-jima island, Okinawa Prefecture, Japan. Photograph 
inverted horizontally.
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